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屋内専用

家庭用

この製品を安全に正しくお使いい

ただくために、ご使用の前にこの
取扱説明書をよくお読みになり、
十分に理解してください。
お読みになった後はいつでも参照
できるよう、大切に保管してくだ
さい。
取扱説明書の最終ページには、保
証書が付いております。

【初めてご使用に際して】
＜■白煙がでることがあります＞
初めてお使いになる場合には、” 製品組み付け時に残存していた揮発成分が
加熱されて揮発する” ことや、” ヒーター部などに付着した細かなホコリや
湿気が加熱されて舞う” ことがあります。
このようなときは、お部屋を十分に換気した上でご使用ください。

＜■においがでることがあります＞
初めてお使いになる場合や長時間使用していなかった場合は、ホコリや湿
気でにおいがでる場合があります。1日程度のご使用で解消します。
このようなときは、お部屋を十分に換気した上でご使用ください。

ｵｲﾙﾌﾘｰﾋｰﾀｰ ECR B05( 白 ), (ｸﾞﾚｰ) 
型番：ECR12E(with STDP)/ECR12ECSF(with STDP)
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やけど・感電・けがの原因になります。

■延長コードやマルチタップは
　絶対に使用しないでくださ　
　い。

■電源プラグはコンセントの根
元までしっかりと差込んでくだ
さい。また、差込口のゆるいコ
ンセントは使わないでください。

■電源コードを本体に巻きつけ
たり掛けたりしないでくださ
い。

この製品を正しく安全にお使いいただき、危害や損害の発生を未然に防止するための重要な情報
です。記載事項（図記号等による表示）を必ずお守りください。
注意事項は誤った取扱いで生じることが想定される危害や損害の大きさと切迫の度合いにより、
「警告」と「注意」に区分しています。

取扱いを誤った場合、人が死亡または重症を負う可能性が想定される内容を示していま
す。
取扱いを誤った場合、人が障害を負う可能性および物的損害の発生が想定される内容を
示しています。

■

■

電源プラグを
コンセントから抜く

■電源は、１００Vの壁コンセン
　トに電源プラグを直接差し込ん
　でください。

200V に接続すると、発火のおそ
れがあります。また、タイマーや
他機器と連動するような配線を行
うと、意図しない暖房運転が開始
され大変危険です。

コードやプラグ等が過熱して
発火することがあります。

過熱により発火するおそれが
あります。

熱でコードが傷み、感電や発
火の原因になります。

コードに重い物をのせたり、機器にはさ
まないでください。またコードを傷付けた
りしないでください。

■

■

この機器は、安全に責任を負う人
の監視又は指示がない限り、補助
を必要とする人（子供を含む）が
単独で機器を用いることを意図し
ていません。
この機器で遊ぶことがないように
子供を監視することが望ましいで
す。

■泥酔などで正常な判断ができない
状態の方や操作に不慣れな方は、
操作を行わないでください。また、
幼児が操作をできない場所に設置
ください。必ず操作方法や危険を
理解した方が操作してください。

●
の記号は、注意（警告を含む）
を促す内容を示して
います（右図の例は
「高温注意」）。
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■カーテン、布団や洗濯物などの可燃
　物の近くで使わないでください。
　また、可燃物を掛けないでください。

■電源コードが傷ついたり、次のよう
　な場合には直ちに使用を中止して電
　源プラグをコンセントから抜いてく
　ださい。その後、修理の依頼等を行っ
　てください。

■スプレー缶などの缶や薬品、油、紙
　類などを本体の近くに置かないでく
　ださい。また、本体の上に物を置か
　ないでください。

■据付は、水平で平らな場所に正しく
　置いてください。

倒れるとケガをするおそれがあります。
倒して使用すると火災の原因となります。

爆発や火災の原因となります。

■ 操作部、コードまたはプラグに水やお茶などの液体をこぼ
　さないでください。また、水やその他の液体に浸漬（水没）
　させないでください。
■ 浴槽、シャワー及び水泳プールの周辺部で、このヒーター
　を使用しないでください。
■水のかかるおそれのある場所や、湿度の高い場所に置かな
　いでください。

■穴、すき間、開口部に指を入れたり、
　ピンや針金などの異物をいれないで
　ください。

火災・感電・故障・やけどの原因とな
ります。

内部部品への水滴の付着や結露により絶縁の劣化をもたらし、
火災・感電・故障の原因となります。

コードを動かすと電源が切れ
る。（または、電源が入る。）

コードやプラグ
が熱い。

電源プラグを
コンセントから抜く

電源プラグを
コンセントから抜く

過熱により火災につな
がる恐れがあります。

ヒーターには「覆っ
てはならない」こと
を示す警告表示がさ
れています。覆い掛け禁止

水ぬれ禁止

ぬれ手禁止

使用し続けると発火の恐れがあります。

 

■本体は高温になります。使用中は手で触れないでくださ
　い。

■修理技術者以外の人は、分解・修理
　を行わないでください。お客様によ
　る製品の分解や修理は、お止めくだ
　さい。

誤った修理を行うと、発火や感電のお
それがあります。電源コードが破損し
た場合は、コードの交換や修理は、危
険を防止するために、販売店様もしく
はお客様ご相談窓口に依頼すること。

分解禁止

注意



- 3 -

ご使用の前に・・・知っておいていただきたいこと

■ 製品のご使用に際して、予めご承知おきいただきたいことをご説明いたします。

　①ヒーターを初めてご使用になる時や、長期間使用せずにいた後で再びご使用になる時、本体からにおい
　　が出る場合があります。このにおいは、暖まった塗料やホコリ、湿気から出されるものであり、しばら
　　くご使用になると自然に収まります。においが出た場合は、お部屋を十分に換気した上でヒーターをご
　　使用ください。

　②ヒーターを初めてご使用になる時、薄い白煙が出る場合があります。これは、部品に残存していた揮発
　　成分が蒸発したり、ヒーター部などに付着した細かなほこりや湿気が加熱され舞い上がることにより生
　　じますが、本体の故障ではありません。しばらくお使いいただくことで解消しますので、それまでお部
　　屋を十分に換気した状態でご使用ください。

　③お部屋の暖まり具合は、お部屋の断熱性能や材質、窓の断熱性能や位置、サイズ、ヒーター本体の設置
　　場所などに、大きく影響を受けます。状況によってはお部屋が暖まりづらくなることがありますが、本
　　体の故障ではありません。

　④契約されている電力量や、ヒーターをお使いになるお部屋のブレーカー容量によっては、ヒーターの使
　　用時にブレーカーが落ちる場合があります。その場合は、電力の契約量や、ヒーターを設置するお部屋
　　で使用する総電源量の見直しなどが必要となります。

　⑤ヒーター本体は、高温になります。特にお子さまやお年寄りの方が本体に触れたりすることのないよう、
　　ご注意ください。

　⑥本体を構成する金属部分が、熱膨張あるいは熱収縮によって小さな「カン」と言う音を発する場合があ
　　ります。特に運転の開始後、冷えている本体が加熱される時に複数回継続して聞こえる場合があります。
　　また、室温が設定温度に達してサーモスタットや温度センサーが働き、加熱が停止した時にも、本体の
　　冷却により金属部分が収縮して同様の音が聞こえる場合があります。
　　この音は製品の構造上発生するものであり、故障ではありません。
　　また、安全上の問題もございません。

　⑦電気ヒーターは動作時に、他の電気製品と比較して多くの電力を
　　消費します。そのため、電源プラグ、電源コード、壁コンセント
　　などの電流が流れる部分は、熱を持ちます。
　　電源コードは放熱を妨げないように、伸ばした状態でご使用くだ
　　さい。またテーブルタップ（電源延長ケーブル）のご使用は、接
　　続部の接触不良から過熱状態になる危険性が高く、火災の原因と
　　なる場合がありますので、お止めください。

　



●平らで安定した場所に設置してください。
●可燃物から右図の寸法を離してお使いください。
●棚の下などのように奥まった場所には設置し
　ないでください。
●このヒーターは家庭用（屋内専用）です。
　屋外で使用しないでください。
●このヒーターは屋内の生活空間でご使用くだ
　さい。（使用温度範囲０～３５℃）
●ろうそくなどの炎が出ているものをヒーター
　の上に置いたり、近づけたりしないでください。
●ヒーターと電源コンセントはいつでも簡単に
　手の届くところでご使用ください。

ヒーターを適切な場所に設置してください。

設置場所
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各部の名称

後方
30cm以上

側方
15cm以上

操作パネル

通気口

キャスター

コードホルダー
および電源プラグ

上方
30cm以上

側方
15cm以上

前方
30cm以上

■ オイルフリーヒーター　ECR B05 本体　　■ 保管用カバー（1枚）

■ キャスター（２個）　　■ 蝶ビス（キャスター固定用、４個）　　■ 取扱説明書（本書）

同梱物
同梱物をご確認いただき、万一、不足品や破損品がある場合は、お手数ですがお買い求めいただきました販
売店までご連絡ください。
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※キャスターの取り付けは、電源プラグを抜いた状態で行ってください。
※ご使用の前には、安全のために必ずキャスターを必ず取り付けてください。

ご使用前の準備

■ キャスターの取り付け
　①カーペットや養生材の上など、傷付きを防げる状態の平らな床面にて、本体を逆さまにします。この作
　　業は、必要に応じて複数名で行ってください。
　②本体が倒れないように支えながら、キャスター上面の突起とヒーター本体底面の穴を合致させます。同
　　梱の蝶ビスを使用して、キャスターを二つとも本体底面に固定します（下図参照）。キャスターや蝶ビ
　　スが傾いたまま固定されないようにご注意ください。
　③取り付けが完了しましたら、本体を注意深く元の向きに戻します。

本体底面側

キャスター

蝶ビス

キャスター取り付け後に、
元の向きに戻す



電源接続

※運転する前に、吸込口にホコリが付着していないことを確認してください。

■電源プラグを 100Ｖコンセントにしっかりと差し込みます。ビープ音が聞こえ、操作パネル上
　の全項目が一度点灯した後に消灯し、スタンバイボタンのみが赤く点灯します。

ご注意：延長コードやマルチタップは絶対に使用せず、壁コンセントをご使用ください。

操作パネル

スタンバイボタン

タイマー設定ボタン 暖房モードボタン

運転のしかた
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　■長時間ご使用にならない場合は、電源プラグをコンセントから抜いてくだ
　さい。

　■コードホルダーに電源コードを巻きつけた状態で使用しないでください。
　必ずコードホルダーから電源コードを外してご使用ください。

”＋” ボタン“ー” ボタン

電源の投入
■スタンバイボタンを押すと電源が入り、色が緑色に変わります。その他の操作ボタンやモード
　アイコンが、パネル上に表示されます。

温度表示部

モードアイコン

スタンバイボタンを押して、電源を入れます。

タイマー設定時間表示部

※ボタン操作が 10秒間以上行われないと、操作パネルはスリープモードに入ります。スタンバイ
　ボタンの明るさは半減し、同時にこれ以外のボタンの表示が消えます。
　再度操作パネルに触れると、ボタン表示は復帰します。



.

温度設定
温度設定は、操作パネル上の”＋” ボタン（上げる）あるいは”－” ボタン（下げる）を押すことに
より行うことができます。設定範囲は、5℃から 30℃の間です。
こちらに表示されている値は、希望する暖房設定温度を意味しています。設置場所における実際
の室温ではありません。

運転のしかた（続き）

- 7 -

押すことにより、設定温度が

下がります（最低 5℃）。

押すことにより、設定温度が

上がります（最高 30℃）。

暖房モード
操作パネル右下の「暖房モードボタン」を押すことにより、暖房モードを切り替えることができ
ます。ボタンを押すたびに、3種類の暖房モードに順番に切り替わります。

凍結防止モードアイコン

暖房モードアイコン

暖房モードボタン

■ インテリジェント暖房モード：

このモードでは、ヒーターは自動的に「強運
転モード」と「弱運転モード」を行き来しな
がら、暖房効率と電力消費の最適化を図り、
室温を制御します。”＋” ボタンおよび”－” ボ
タンを押すことにより、いつでも設定温度を
お好みの値に調整することができます。

あるいは

■ 強運転モード（1,200W）：
このモードでは、ヒーターは最大の出力で暖房を行いながら、設定温度に合わせるように
室温を自動制御します。室温が特に低い場合は、こちらのモードをご使用ください。

”＋” ボタンおよび”－” ボタンを押すことにより、いつでも設定温度をお好みの値に調整することができ
ます。

■ 弱運転モード（400W）：

”＋” ボタンおよび”－” ボタンを押すことにより、いつでも設定温度をお好みの値に調整することができ
ます。

このモードでは、ヒーターは出力を落とした状態で暖房を行いながら、設定温度に合わせるように
室温を自動制御します。室温がそれほど低くない場合は、こちらのモードをご使用ください。

※ 設定した温度が室温よりも低い場合、暖房機能は停止します。この時、温度表示部が点滅します。室
温が設定温度よりも下がった場合、あるいは”＋” ボタンを操作して設定温度を上げた場合、温度表示
部は点灯状態となり暖房が動作します。

温度表示部



本ヒーターは、凍結防止モードを備えています。この機能は、低温になる車庫の中に設置した
場合などで、凍結による本体の損傷を防ぐために使用します。

凍結防止モード

運転のしかた（続き）

オンタイマー
本ヒーターは、オンタイマー機能を備えています。１時間刻みで最大 12 時間後に、暖房運転を自動
的に開始することができます。
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タイマー設定ボタン

オンタイマーアイコン
点滅中に、電源が切れるま
での時間を設定します。

①タイマー設定ボタンを約 2秒長押しすると、オンタイマーアイコンが点滅を始めます（最大 6秒間）。
アイコンの点滅中に”＋” ボタンあるいは”－” ボタンを押して、暖房運転を開始するまでの時間を
設定します。アイコンが点灯状態になると、オンタイマーが動作を開始します。

　オンタイマー時間の設定時にタイマー設定ボタンを押すと、”＋” ボタンと同様に時間を増やすこと
ができます。

②現時点から設定された時間が経過した後（「05：00」の場合はおよそ 5時間後）、暖房運転が開始さ
　れます。設定された時間は、ゼロにリセットされます。
③オンタイマーが動作している状態（オンタイマーアイコン点灯中）に”＋” ボタンあるいは”－” ボ
　タンを押すと、設定温度を調節することができます。
④オンタイマーの残り時間は、タイマー設定時間表示部に分単位で表示されます。
⑤オンタイマーをキャンセルするには、スタンバイボタンを押して電源を一旦切った後、再びスタン
　バイボタンを押して電源を入れます。

“ー” ボタン

”＋” ボタン

スタンバイボタン

タイマー設定時間表示部

タイマーをキャンセルする
際に押します。

設定時間を減らします。

設定時間を増やします。

①設定温度を最低温度である 5℃にすると、ヒーターは温度をおよそ 5℃に保つように入／切を

　繰り返します。

②凍結防止モードに入ると、凍結防止モードアイコンが操作パネル上に表示されます。

ご注意：オンタイマーとオフタイマーは、いずれか一方のみを設定することが可能です。

　　　　同時に二つのタイマーを設定することはできません。



運転のしかた（続き）
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タイマー設定時間表示部

オフタイマー
本ヒーターは、オフタイマー機能を備えています。ヒーターが動作している状態から１時間刻みで最
大 12 時間後に、本体の電源を自動的に切ることができます。

タイマー設定ボタン

オフタイマーアイコン
点滅中に、電源が切れるま
での時間を設定します。

①タイマー設定ボタンを押すと、オフタイマーアイコンが点滅を始めます（最大 6秒間）。アイコン
の点滅中に”＋” ボタンあるいは”－” ボタンを押して、電源が切れるまでの時間を設定します。ア
イコンが点灯状態になると、オフタイマーが動作を開始します。

　オフタイマー時間の設定時にタイマー設定ボタンを押すと、”＋” ボタンと同様に時間を増やすこと
ができます。

②現時点から設定された時間が経過した後（「05：00」の場合はおよそ 5時間後）、本体の電源は切れ、
　スタンバイモード状態になります。設定された時間は、ゼロにリセットされます。
③オフタイマーが動作している状態（オフタイマーアイコン点灯中）に”＋” ボタンあるいは”－” ボ
　タンを押すと、設定温度を調節することができます。
④オフタイマーの残り時間は、タイマー設定時間表示部に分単位で表示されます。
⑤オフタイマーの動作中にタイマーの時間を変更するには、再度タイマー設定ボタンを押します。オ
　フタイマーアイコンが点滅し、”＋” ボタンあるいは”－” ボタンで時間を変更することができます。
　操作をしないまま 6秒間放置すると、再びオフタイマー動作状態になります。
⑥オフタイマーをキャンセルするには、タイマー設定ボタンを押しオフタイマーアイコンを点滅させ
　た状態で、時間設定をゼロにします。あるいは、スタンバイボタンを押して電源を切っても、オフ
　タイマーはキャンセルされます。

“ー” ボタン

”＋” ボタン

スタンバイボタン
タイマーをキャンセルする
際に押します。

設定時間を減らします。

設定時間を増やします。

ご注意：オンタイマーとオフタイマーは、いずれか一方のみを設定することが可能です。

　　　　同時に二つのタイマーを設定することはできません。
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タイマー設定ボタンと”＋” ボタンを、
同時に 4秒間以上長押しします。

運転のしかた（続き）
チャイルドロック
チャイルドロック機能を使用することにより、一時的に操作パネルからの
操作を行えなくすることができます。

タイマー設定ボタンと暖房モードボタンを、
同時に 4秒間以上長押しします。

①タイマー設定ボタンと暖房モードボタンを、同時に 4秒間以上長押しします。操作パネル上にチャ
イルドロックアイコンが表示され、スタンバイボタン以外のパネル操作を受け付けなくなります。

②チャイルドロックを解除するには、再びタイマー設定ボタンと暖房モードボタンを、同時に 4　
　秒間以上長押しします。チャイルドロックアイコンが消灯します。

チャイルドロックアイコンが表示されます。

ビープ音の入／切
ヒーターの操作を行うたびに、ビープ音が鳴ります。この音を出さないよ
うに設定することができます。

タイマー設定ボタンと”－” ボタンを、
同時に 4秒間以上長押しします。

ビープ音切アイコンが表示されます。

①タイマー設定ボタンと” ー” ボタンを、同時に 4秒間以上長押しします。操作パネル上にビープ音
切アイコンが表示され、ビープ音が出なくなります。

②ビープ音が出るようにするには、再びタイマー設定ボタンと”－” ボタンを同時に 4秒間以上長
　押しします。ビープ音切アイコンが消灯します。

温度単位切り替え
温度の単位を摂氏（℃）あるいは華氏（℉）に切り替えることができます。

温度単位が切り替わります。

①タイマー設定ボタンと”＋” ボタンを、同時に 4秒間以上長押しします。温度
単位が摂氏（℃）あるいは華氏（℉）に切り替わります。
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１．吸込口は定期的に掃除機等でホコリを取り除いてください。
２．吸込口の定期的なホコリ除去以外にメンテナンスを殆ど必要としませんが、汚れをとりた
　
　　い場合は乾いた布やブラシを使用してください。
　　
３．汚れがとれないときには薄めた中性洗剤を使用してください。
４．クレンザー・シンナー等は表面を傷つけます。
５．吹出口や周辺部には絶対に水がつかないように注意してください。
６．長時間使用しない場合は、ホコリや汚れから保護してください。

転倒時電源遮断装置
■ヒーターが倒れた場合、内部の転倒時電源遮断装置が作動してヒーター運転が停止します。
　ヒーターを起こすと、再度ヒーター運転が可能となります。

温度過昇防止装置
■吸込口や吹出口が覆われるなどして本体内部が過熱した場合、温度過昇防止装置が作動してヒーター
　出力が低下、あるいはヒーター運転が自動停止します。過熱原因を取り除き、電源コードを抜いてヒー
　ターを十分冷ましてから再び電源コードを差し、ヒーター運転を再開します。

安全装置

切断動作を繰り返す場合、コンセントやプラグの不良が考えられます。ご使用をおやめください。

お手入れの際には必ず電源プラグをコンセントから抜き、本体が冷めてから行ってください。
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１．ホコリが入らないように、同梱の保管用カバーなどをお使いください。
２．ホコリの少ない、乾燥した場所で保管してください。

１．定期的に被覆の破れがないかなどの電源コードの安全点検を行ってください。
２．下記の症状の場合には使用を中止してください。発火の恐れがあります。
 　　①電源コードが熱い。
 　　②電源コードを動かすと電源が切れたり入ったりする。
３．修理は必ず販売店またはお客様相談窓口へ依頼してください。
　　誤った修理は火災につながります。

電源が入らない プラグの外れ
ブレーカー落ち

正しく差し込む
原因を調べてから復旧させる

カーテンや家具等で空気の流れが
阻害されていないか

部屋が大き過ぎる
すきま風
室温設定が低い

障害物を取り除く
置き場所の変更

補助暖房を追加
すきま風の防止
室温設定を上げる

異臭がする 初めて使用される際に、
ニオイを感じることがある 1日程度の使用で解消する

プラグの異常

コンセントの異常 コンセントの修理

電源コードの半断線 使用中止（販売店またはお客様相談
窓口へご連絡下さい）

ブレーカーが働く 契約電流以上の電気を使用
接続機器を減らす
契約電流を増やす

上記のことを調べても原因がわからない場合には、販売店又お客様相談窓口へご連絡ください。
電源コードが破損した場合は、お客様相談窓口もしくは販売店へご連絡ください。
不適切な処置は、発火の原因となります。

症　状 点検・原因 処　置

使用中止（販売店またはお客様相談
窓口へご連絡下さい）

部屋の暖まり方が不十分

電源プラグの過熱

電源プラグの過熱
コードを動かすと電源
が入／切する

保管のしかた



- 13 -

転倒時電源遮断装置、温度過昇防止装置

オイルフリーヒーター ECR B05

１２００W
幅 413ｍｍ x 高さ 629ｍｍ x 奥行き 281ｍm

１００V 　５０/６０Hz
型 番

製 品 名

電 源
消 費 電 力
外 形 寸 法

安 全 装 置
約9kg製 品 質 量

　８～10畳暖 房 目 安 ※

アフターサービス

仕　様

※暖房目安は「次世代省エネルギー基準（H11年）、暖房目安Q値3 . 7 [W /㎡K ]（Ⅳ地域相当）、室内外気温差20 - 25K」を目安としています。

ECR12E (with STDP)
白

ECR12ECSF (with STDP)
グレー

( 株 ) バーグマンは、お客様よりお知らせいただいたお客様の氏名・住所などの個人情報    （以下「個人情報」）を下記のとおり、
お取り扱いします。
①お客様の個人情報を、本商品のご相談への対応や修理およびその確認などに利用させていただき、これらの目的のためにご相談内容の記録を
　残すことがあります。なお、修理やその確認業務を協力会社に委託する場合、法令に基づく義務の履行または権限の行使のために必要な場合、
　その他正当な理由がある場合を除き、第三者に個人情報を開示・提供しません。
②お客様の個人情報を、適切に管理します。
③お客様の個人情報に関するお問合せは、ご相談いただきましたご相談窓口にご連絡ください。

ご相談窓口におけるお客様の個人情報のお取り扱いについて

TEL 0120-583-570　FAX 0295-55-8523

製品の使用中に異常が生じた場合には、直ちに電源を切り、電源プラグを抜いてお買い上げの
販売店様もしくはお客様相談窓口へご相談ください。
保証期間内の修理につきましては、保証書に記載された規定に基き、無料で行います。
保証期間経過後の修理につきましては、修理により機能が維持できる場合にのみ、お客様のご
要望により有料で修理いたします。
この製品の補修用性能部品（製品の機能を維持するために必要な部品）の保有期間は、製造
打ち切り後6年間です。
販売店様もしくはお客様ご相談窓口へご相談をされる場合には、下記の内容をご連絡ください。
　①製品名、型番
　②症状（まず取扱説明書の「故障診断」をご確認ください。）
　③お買上年月日（保証修理をお受けになる場合は、ご購入元および購入日がわかる資料が
　　必要です。［販売店様の印やサイン、シール、あるいはご購入を証明するレシートなど。]
　④お客様のお名前、ご住所、電話番号


